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研究成果の概要（和文）：生殖技術の利用によって形成される家族について、国内外で調査研究を行った。生殖
技術によって形成される様々な家族を念頭に置き、当事者への支援策を検討した。
1. 国内外の先行研究の検討を行った。とりわけ海外の文献を重点的に検討した。2.国内で、「卵子提供・代理
出産で家族をつくる」と題した当事者向けのセミナーを主催し、研究期間中に計4回、実施した。セミナーで
は、海外で得た知見を中心に、とくにテリングなどについて情報提供を行い、セミナー後の情報交換会で参加者
からフィードバックを得た。3. 海外の現状について現地調査を行った。

研究成果の概要（英文）：A survey on families formed by third party reproduction in domestic and 
overseas was conducted. With consideration of various families formed by assisted reproductive 
technologies, effective support system for them was examined.
1. Litereature review was conducted among both domestic and overseas. 2. I organized seminars for 
the parents and children entitled "Building families through egg donation and surrogacy" .  The 
seminars were hold four times in total during the research period. In the seminar, information 
regarding how to tell the truth to the children obtained in overseas was provided by the researcher 
and feedback was gained from participants at the meeting after the seminar. 3. Field survey was 
conducted to explore the current situation overseas. 
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１．研究開始当初の背景 
 生殖ビジネスのグローバル化が進んでお
り、精子や卵子、代理母出産などが国境を
超えて取引されている。こうした技術を、
不妊カップル、独身者、同性愛者など様々
な人々が利用し、家族を形成している。晩
婚化・晩産化が進む我が国では、海外での
卵子提供によって出産に至る女性が増加し
ている。生殖技術の浸透やグローバル市場
の発達を前提として、人々の家族形成への
ニーズが増大しており、これらの技術を利
用して形成される家族についての調査研究、
そして対応策を検討することが急務である。 
 
 
２．研究の目的 
 生殖技術の利用によって形成される家族
について、国内外で調査研究を行う。生殖
技術によって形成される様々な家族を念頭
に置き、課題やニーズを調査し、支援策を
検討する。卵子提供者や代理出産者への調
査も行う。海外の動向に関しては、LGBT
による家族形成などにも着目することで、
近い将来に我が国にも招来される問題群を
検討する。 
 
 
３．研究の方法 
 文献によって先行研究の検討を行い、国内
外での調査を行う。インタビュー法とアクシ
ョンリサーチ 
の方法を用いる。 
 
 
４．研究成果 
 海外での調査を行い、関係者へのインタビ
ューを実施した。簡易レポートをホームペー
ジやブログに掲載するとともに、報告書を作
成した。国内では、当事者向けのセミナーを
東京や京都で計 4 回開催し、海外の法律や当
事者支援団体の活動、テリングなどについて、
情報提供を行った。情報交換会で、当事者か
らフィードバックを得た。 
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